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１. 学校施設等の長寿命化計画の背景・目的等
計画の背景と目的
■市内の学校施設の８割は築年数が２０年を超えており、老朽化が進んでいる。
■近年の教育環境の多様化、生活様式の変化により、施設自体の使いづらさ等が発生している。
■不具合発生時に対応する従来の管理方式（「事後保全型」）から計画的な点検・修繕を行い不具合
を未然に防ぐ管理方式（「予防保全型」）に転換する必要がある。
■令和２（２０２０）年以降に学校施設整備に係る国庫補助事業の採択要望を行う場合には、本
計画の策定が必須とされた。

より良い教育環境の確保とともに、老朽化した施設の効率的・効果的な再生
による維持管理等に係るトータルコストの縮減と予算の平準化を図る

「下野市学校施設等長寿命化計画」を策定
計画の位置付け

・「下野市公共施設等総合管理計画」の個
別計画として位置付けられる。

・「下野市教育大綱」のもと「下野市学校
適正　配置基本計画」「下野市教育振興計
画」　との整合性を図る。
計画期間
・令和 5（2023）年から令和 45 年（2063）
年の 40 年間の長期方針及び今後 5年
間の具体的な整備計画を策定。

※5年ごとの計画見直しを目安とし、社会情勢
や教育環境の変化等にも応じる。

２. 学校施設等の実態
人口及び年齢 3区分人口　と　児童・生徒数及び学級数

児童・生徒数については、昭和５５年以降のピ
ーク時であった昭和６０年と比較すると、現在は
約２９％減となっており、減少傾向だが、今後５
年間は大きな変動はないものと考えられる。

本市の人口は、少子高齢化の状態が続いており、
老年人口の増加及び年少人口の減少が予想される。
生産人口においても、同様に減少傾向にある。

年齢 3区分人口の推移
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学校施設の配置状況及び運用状況

財政状況について

歳入における市税は、増加傾向に推移しているが、今後は少子高齢化によって生産人口の減少が予想され
るため、市税収入の伸びは見込めない状況にある。
歳出においても、高齢化による扶助費の増大が予想される中で、普通建設事業費の確保は難しくなると見
込まれることから、学校施設整備事業費においてもコストを削減していく必要がある。
学校施設の保有量について

【学校施設の内訳】
・昭和５６年以前の旧耐震基準建物１５棟
延べ床面積約３．０万㎡

・昭和５７年以降の新耐震基準建物３１棟
延べ床面積約５．７万㎡

・合計４６棟、総延べ床面積約８．７万㎡を
対象とする。

一般会計決算（歳出）の推移一般会計決算（歳入）の推移
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これらの建物の約５５％は、築３０年以上
が経過し、老朽化が進んでいる。

平成29年 平成 30 年 令和元年 令和 2年 令和 3年

小学校

中学校

給食センター

閉校

義務教育学校

学校教育施設

石橋小学校

古山小学校

細谷小学校

旧吉田西小学校

石橋北小学校

国分寺小学校

旧薬師寺小学校

国分寺学校給食センター

国分寺中学校

石橋中学校

衹園小学校

旧吉田東小学校

南河内第二中学校

国分寺東小学校

南河内小中学校緑小学校

Ｒ４．５．１現在

築年別整備状況

名 称 住 所 児童生徒数（人） 学級数（学級）

小

学

校

1 衹園小学校 下野市衹園二丁目 21 番地 3 298 15

2 緑小学校 下野市緑三丁目 16 番地 1 238 13

3 石橋小学校 下野市花の木一丁目 4番 408 16

4 古山小学校 下野市下古山三丁目 1番地 9 492 19

5 細谷小学校 下野市細谷 693 番地 49 4

6 石橋北小学校 下野市上古山 1932 番地 193 10

7 国分寺小学校 下野市小金井四丁目 2番地 3 605 24

8 国分寺東小学校 下野市柴 897 番地 1 284 14

小学校 計 2,567 115

中

学

校

1 南河内第二中学校 下野市祇園四丁目 16 番地 3 274 11

2 石橋中学校 下野市石橋 1130 番地 603 21

3 国分寺中学校 下野市小金井四丁目 1番地 8 445 18

中学校 計 1,322 50

義

務

教

育

学

校

1
南河内小中学校

（前期課程）
下野市薬師寺 986 番地

521 22

2
南河内小中学校

（後期課程）
251 10

義務教育学校 計 772 32

セン

ター
1 国分寺学校給食センター 下野市小金井 1210 番地 19

合 計 4,661 197
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学校施設の老朽化状況の実態調査
文部科学省「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」に基づき、学校施設を構造躯体の健全性と躯
体以外の劣化状況の２つの観点から調査を実施し、老朽化状況の実態を把握した上で、長寿命化に適する
か否かの判定を行い、さらに改修方針の検討及び今後の維持・更新コストを試算する。

長寿命化判定フロー

評価結果

■ 今回の構造躯体の調査結果では、全ての学校施設において健全であり長寿命化が可
能であることが確認された。
構造躯体以外の部分では、施設のほとんどがＡ、Ｂ判定であり、全体的には概ね良
好となるが、Ｃ判定の一部の施設については中長期的な修繕計画を検討することが必
要となる。

調査内容

評価について
【屋上及び屋根、外壁、内部仕上げ】

  

Ａ 概ね良好

Ｂ 部分的に劣化（安全・機能上問題なし） 

Ｃ 広範囲に劣化（安全・機能上不具合発生の兆し） 

Ｄ 早急に対応する必要がある（安全・機能上問題あり） 

耐震基準

新耐震基準 旧耐震基準

耐震補強

耐震補強済み
または
耐震診断で耐震性あり

ＹＥＳ

ＮＯ

または、使用不可

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＮＯ

「要調査」
建物

ＲＣ造

Ｓ造

コンクリート圧縮強度
１３.５Ｎ/ｍ㎡以下

中性化深さ（３ｃｍ以上）

概ね４０年以上で
腐食や劣化の進行等が
著しいもの

「長寿命化」として試算 「改築」として試算

鉄筋の腐食・劣化の著しいもの

（鉄筋コン

（鉄骨造）

クリート造）

【電気設備・機械設備】

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

20 年未満

20 ～ 40 年未満

40 年以上

経過年数に関らず著しい劣化事象がある

1. 屋上及び屋根 2. 外部 3. 内部仕上げ 4. 電気設備 5. 機械設備

建築物
（敷地・構造）

敷地及び
地盤

建築物の
外部

屋上及び
屋根

建築物の
内部

避難施設等

その他

昇降機

防火設備

換気設備

排煙設備

非常用の
照明装置

給水設備
及び排水
設備

建築設備
（昇降機を
除く）

点検部位 点検項目

ＹＥＳ

地盤
敷地
塀
擁壁　等
基礎
土台（木造に限る。）
外壁（躯体等、外装仕上げ材等、窓サッシ等、広告板等）
屋上面
屋上周り
屋根
機器及び工作物
防火区画
壁の室内に面する部分（躯体等、防火区画を構成する壁）
床（躯体等、防火区画を構成する床）
天井
照明器具・懸垂物等
石綿等を添加した建築材料
避難上有効なバルコニー
階段
排煙設備等
非常用の照明装置
特殊な構造（膜構造建築物の膜体・取付け部材等、免震構造建築物の免震層・免震装置）
避雷設備
煙突
エレベーター
エスカレーター
小荷物専用昇降機
防火戸
防火シャッター等駆動装置との連動
（居室等の）機械換気設備
（調理室等の）自然換気設備及び機械換気設備
（居室等の）防火ダンパー　等
排煙機
その他（機械排煙設備の排煙口・排煙風道、防火ダンパー、特殊
な構造の排煙設備の排煙口及び給気口・給気風道・給気送風機）
特殊避難階段の付室及び非常用エレベーターの乗降ロビーに設ける排煙口及び給気口
可動防煙壁
自家用発電装置
エンジン直結の排煙機
電池内蔵形の蓄電池
電源別置形の蓄電池
自家用発電装置
飲料用の配管及び排水配管
飲料用の給水タンク及び貯水タンク並びに給水ポンプ
排水槽
給湯設備
排水再利用配管設備
その他（衛生器具、排水管）

経 過 年 数 に よ る 評 価
基　準評 価

評 価

目 視 状 況 に よ る 評 価
基　準
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３. 学校施設の目指すべき姿

安全・安心な学校施設

４. 学校施設整備の基本的な方針

目標使用年数の設定

老朽施設の計画的
な改修

衛生的かつ
機能的な学校施設

子どもたちの特性に
配慮した学習環境

ＩＣＴ機器を効率的に
活用できる施設の整備
学校備品等の充実

給食施設の再整備
防犯対策や教育環境
等の改善

地域住民の意見等も
踏まえ、学校教育に
供する機能を開放で
きる施設配置

「下野市公共施設等総合管理計画」における公共施設の管理基本方針や「下野市学校適正配置基本計画」
による取組等を踏まえ、これまでの不具合等の発生の都度、修繕を行う「事後保全型」の管理から、施設
の長寿命化と財政負担の低減・平準化を図るため、事前に状況を把握した上で計画的に修繕を実施する「予
防保全型（長寿命化型）」への転換を進める。

学校施設を健全な状態に保ちつつ、できるだけ長く利用するため、築２０年で大規模改造や
長寿命化改良（予防改修）を行い、築４０年で長寿命化改良を行うこととする。

地域拠点としての
学校づくり

1.

4.

3.

2.

性能

竣工

施設の寿命　約40年間

解体

建替え

経年劣化・性能低下

要求性能レ
ベル

許容性能レ
ベル 性能レベル

初期

従来の保全パターン「事後保全型」

長寿命化のパターン「予防保全型」

性能

解体

長寿命化改良

経年劣化・性能低下

建替え

性能レベル
初期

要求性能レ
ベル

施設の寿命　約80年間

許容性能レ
ベル竣工

※築20年の改修周期を基準に、築20年長寿命化改良（予防改修）、築40年長寿命化改良、築60年長寿命化改良（予防改修）を行う。

「事後保全型」の考え方が通常であった従来の保全パターンは、劣化や性能低下に対応し、機能回復改修、
部分修繕を中心とした改修及び大規模改造を行い、築４０年間を経過した施設は建て替えを考慮する。

大規模改造

長寿命化改良（予防改修）

長寿命化改良（予防改修）
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Aグループ

Ｂグループ

築年数20年未満

水準

建替え
性能

支障が発生する水準

水準

支障が発生する水準

水準

支障が発生する水準

水準

支障が発生する水準

100 30 40 50 60 70 80 （年）20

100 30 40 50 60 70 80 （年）20

100 30 40 50 60 70 80 （年）20

100 30 40 50 60 70 80 （年）20

築年数20～29年

性能

性能

性能

建替え

Ｃグループ Cグループ築年数30～39年

建替え

建替え

Ｄグループ 築年数40年以上

対象施設

対象施設

対象施設

Aグループ

Bグループ

Dグループ 対象施設

長寿命化改良

長寿命化改良（予防改修）

長寿命化改良（予防改修）

長寿命化改良（予防改修）

部位修繕

長寿命化改良

部位修繕

長寿命化改良

部位修繕

築年数

築年数

築年数

築年数

長寿命化改良（予防改修）

石橋小（普通教室棟）（特別教室管理棟）

古山小（普通教室棟）（普通教室及び特別教室棟）

〃　　　（渡り廊下）

細谷小（管理教室棟）（屋内運動場）

石橋北小（管理教室棟）（屋内運動場）

国分寺小（教室棟）（特別管理教室棟）

国分寺東小（管理特別教室棟）（教室棟）

〃 （給食棟）

国分寺中（管理教室棟）

〃　　　　（体育館）

衹園小　（特別教室棟1，2）（普通教室1，2）

国分寺小（体育館）

国分寺東小（体育館）

国分寺中　（屋内運動場及び柔剣道場）

南河内小中（後）（管理特別普通教室棟）（給食室）

南河内小中（後）（屋内運動場）

緑小　（校舎1,給食室）（校舎2）（屋内運動場）

細谷小（西校舎）

南河内第二中　（管理普通特別棟）（特別教室棟）

〃 （給食室）（屋内運動場）

石橋中　（教室棟）（管理教室棟）（屋内運動場）

〃　　（特別教室棟1）（特別教室棟2）（給食室）

石橋北小（給食室）

国分寺給食センター（給食センター）

南河内小中（前）（普通特別教室棟）(第二屋内運動場含)

南河内小中（前）（管理特別教室棟）(給食室含)

石橋小　（屋内運動場）（給食棟）

古山小（屋内運動場）（給食室）

築年数に応じた分類
老朽化対策を効率的・効果的に進める為の改修方法として、建て替え周期を８０年と設定し、学校施設に
おける築年数の経過でＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４グループに分類する。
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５. 基本的な方針等を踏まえた施設整備の水準等
改修等の整備水準、維持管理の項目・手法等
　「３. 学校施設の目指すべき姿」、「４. 学校施設整備の基本的な方針等」に基づいて整備水準及び維持管
理の項目・手法等を定める。

６. 長寿命化の実施計画

各学校改修における優先順位づけは、築年数及び過去の改修履歴を考慮して行うこととする。
劣化状況調査結果及び学校の適正配置（統廃合）を踏まえ、２０年を目安とした棟単位による改修とする。

優先順位づけ

＜改修等の整備水準＞ ＜維持管理の項目・手法等＞

維　持

維持管理

管　理

点　検 日　常

定　期

臨　時

情報管理

清　掃
改修・修繕

日常点検

定期点検
法定点検

臨時点検

改修・修繕履歴作成

分 類 項 目 内 容

維 持

清 掃 快適な環境を維持するため、材料の劣化原因（錆等）
を除去することにより、建物や機器の寿命を延ばす

改修・修繕 建物等の劣化及び機能低下した部分、部材を実用上、
支障ない状態に戻す

点 検

日 常 点 検 機器や設備についての異常の有無・兆候を発見する

定 期 点 検 機器や設備の破損、腐食状況等を把握し、修理・修
繕等の保全計画を立てる

法 定 点 検 自主点検では確認できない箇所や法的に定められた
箇所について、専門業者による点検を行う

臨 時 点 検 日常・定期点検以外に実施する臨時的な点検

情 報 管 理 点検結果の保管
点検結果を集約し、点検や現状把握時に活用すると
ともに、改修計画等に反映する

築年数 改修履歴 適正配置
（統廃合）

劣化状況
調査結果

改修周期２０年を目安とする。

優先順位決定

棟単位
による改修

維持管理

整備方針
概 要 経年劣化による改修工事と社会的な要求に対応するための工事

躯 体

【ＲＣ造】
◯中性化の進行状況に応じた
中性化抑制対策と劣化補修

・コンクリートの中性化対策
・鉄筋の腐食対策
・鉄筋のかぶり厚さの確保

【Ｓ造】
・鉄骨の腐食対策
・接合部の破損の補修

屋 根
屋 上

・既存防水の撤去・更新
・劣化による修繕等

外 壁
外部建具

・外壁のクラック等の補修、塗り直し
・外壁、外部建具周りのシーリングの撤去・新設
・外部建具の更新（竪樋改修、強化ガラス化等）

内 壁
内部建具

・内部クラック等の補修・塗り直し
・内部仕上は劣化状況に応じて修繕又は撤去・新設
・内部建具の更新（強化ガラス化等）
・教室内の棚・家具については劣化状況に応じて修繕又は撤去・更新

電気設備

・照明器具のＬＥＤへの更新
・照明点検系統の細分化や人感センサー等の工夫による消費電力の低減
・自動火災報知機、感知器・防災盤改修
・受変電設備の改修
・故障、不具合等の修繕等

機械設備

・省エネルギー効果の高い機器への更新
・受水槽、給排水管の撤去・更新
・各階トイレ１カ所を和式としつつ段差解消、洋式便器及び乾式床へ更新
・ランニングコスト低減に配慮した機器への更新
・故障、不具合等の修繕等
・エレベータ―の更新
・空調設備の設置及びそれに伴う断熱化

安全機能

・書棚やロッカー等の転倒防止対策による耐震化
・ＩＣＴ教材を使用するための設備の整備
・敷地出入口や教職員の目の届きにくい場所への防犯カメラの設置
・フェンス等を設置することによる外部との領域の明確化

バリアフリー
・多目的トイレの整備
・階段手すりの設置

・スロープの設置
・エレベーターの設置

：省エネルギー対応
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長寿命化によるコスト試算の比較
　従来型の建て替え中心の更新を行った場合のコストと長寿命化型の更新を行った場合のコストを比較する。

今後の維持・更新コスト（従来型）

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

平準化した今後の維持・更新コスト（長寿命化型）

　従来型の「事後保全型」の整備を進めた場合と、従来型から標準的な長寿命化型「予防保全型」
へ転換し、実行性のある平準化した長寿命化型とした場合を比較すると、従来型と平準化した
長寿命化型では、約１３％の縮減が可能となる。
　これにより、施設面やコスト面、環境面等その他の面において様々な効果が期待できる。

■結果と効果

・４０年間の総額
  ５５６億円
・年平均１３.９億円

・４０年間の総額
  ５０８億円
・年平均１３.０億円

・４０年間の総額
  ４８６億円
・年平均１２.０億円

（億円）

0
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Ｈ 29 27 29 33 35 37 39 43 45 47 49 53 55 57 59 63 65 67 69

（年度）

過去の施設関連経費

４６棟８.７万㎡
対象建物

施設整備費
（修繕維持費含む） 改 築 長寿命化改良 大規模改造 部位修繕 その他施設 関連費 維持修繕費 光熱水費・委託費

４０年間の総額
５０８億円１３.０億円／年

４０年間の平均

0
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10

15
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27 29 33 35 37 39 43 45 47 49 53 55 57 59 63 65 67 69

（年度）

（億円）

施設整備費
（修繕維持費含む） 改 築 長寿命化改良 大規模改造 部位修繕 その他施設 関連費 維持修繕費 光熱水費・委託費

１７.０億円 / 年８.７億円 / 年１２.８億円 / 年１２.３億円 / 年

１２.３億円 / 年１３.６億円 / 年９.６億円 / 年１３.０億円 / 年

１０年間 １０年間 １０年間 １０年間

１０年間 １０年間 １０年間 １０年間

１０年間 １０年間 １０年間 １０年間

0

10

20

30

40

50

60

70

Ｈ29 R1 3 5 7 9 11 13 17 19 21 23 27 29 31 33 37 39 41

（億円）

（年度）

0.9倍

過去の施設関連経費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

改築

５５６億円１３．９億円／年

R1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43

４６棟８.７万㎡
対象建物

４６棟８.７万㎡
対象建物

２３.５億円 / 年 １５.９億円 / 年 ８.０億円 / 年 ８.２億円 / 年

４０年間の総額４０年間の平均

15.0 億円 / 年

R1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43

Ｈ29 R1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43

１２.０億円／年
４０年間の平均 ４０年間の総額

４８６億円
過去の施設関連経費
15.0 億円 / 年

15.0 億円 / 年
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フォローアップ
■本計画に基づき、学校施設整備を進めていくためには、計画（Ｐｌａｎ）→実施（Ｄｏ）→評価（Ｃｈ
ｅｃｋ）→改善（Ａｃｔｉｏｎ）のＰＤＣＡサイクルを確立することが重要である。
本計画は、学校施設改修等の優先順位を設定するものであり、実施にあたっては、市全体の財政計画
の中で、実施年度及び事業費を精査する。
さらに、事業の進捗状況・点検等結果を反映し、社会情勢や財政面を踏まえた上で、必要に応じて見
直しを図る。

■本計画を推進する上では、学校施設における情報の蓄積が重要となる。
このため、学校施設の施設基本情報や工事情報、修繕履歴情報、さらには、日常点検や業務委託によ
る各種点検情報を毎年度更新しながら、予防保全型コスト算定や継続的な施設管理に活用できるよう一
元管理することとする。

７. 長寿命化計画の継続的運用の方針
情報基盤の整備と活用

■公共施設等総合管理計画による全庁的な基準・方針を踏まえ、本計画を継続的に運用していくため、
学校と連携しながら教育総務課が中心となって関係部署と協議・調整を行い、本計画の取組を進めてい
くこととする。

推進体制の整備

財政負担の低減
■安全・安心で快適な教育環境を維持するためには、財政面で大きな負担となることから、今後も、国
の補助事業や有利な地方債を積極的に活用し、財政負担の低減を図ることとする。
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平成 31 年 3 月策定

下野市学校施設等長寿命化計画

（令和 5 年 3 月改訂）

〒329－0492

栃木県下野市笹原 26 番地

下野市教育委員会事務局

教育総務課

TEL 0285-32-8917

FAX 0285-32-8610
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